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隠岐・島後のオウナガイ化石について

上田哲郎＊・杉山政広＊

Fossil　Coηchocelθ配8θc彦α（CoNRAD）from　D6go，Oki　Islands

Tetsuro　UEDA　and　Masahiro　SuGIYAMA

は　じ　め　に

　隠岐の、島後からオウナガイ化石が産出することは

TOMITA（1936）がすでに報告しており，T⑳α8〃α

668θc孟α（CoNRAD）var．nipPonica　YABE＆NoMuRA

と鑑定されている．この標本を，富田の卒論時にみて

いた小沢（1925）は，当時知られていた化石の分布の

西端であること，地質時代は中新世を指示すること1

さらにアルカリ岩の時代決定の上にも重要であるとの

べている．

　　おヨロロノ
36・2・』トλ

　　！樋ッ強
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

r　　K／　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、蓬
　』～＼＿西愚シ

　　　　　　　　　　　　　　講☆ジ　　　砺』」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＼

粟は化石産出地を示す
これは国土地理院発行の5万分の1地形
図「西郷」を使用したものである

　　　　　　第1図　化石産出地

＊　島根大学理学部地質学教室Department　of　Geology，Faculty

　of　Science，Shimane　University．

　筆者らは，1983年8月20日，一L記と同じ地点，すな

わち隠岐郡西郷町伊後・中の浦の塊状泥岩層から約60

個体のオウナガイ化石を採集した．この化石は，古く

からわが国の地質学者に熟知されてきたものであり，

日本の各地から多産する．しかし種名については，

Coηchocε♂θδおθcぬとするか，Coηchocθ1ε砒8ブ槻。め

とするか，あるいはCoηcんocθ1θηゆpo勉。αとするか

は，研究者によってまちまちのようである．そこで筆

者らは，化石を採集したこの機会に，化石の記載をお

こなうとともに，種名の吟味および日本産オウナガイ

化石の分布と産出層準について総括を試みた．

　本論をまとめるに当り，大久保雅弘先生には，終始

ご指導いただいた．また，名古屋大学糸魚川淳二，京

都大学神谷英利，島根大学高安克己の諸先生，および

広島大学都留俊之，新潟大学鳥居直也の各氏からは，

文献の提供をはじめ種々のご教示をいただいた．化石

の採集のおりに赤沼　誠，角館正勝，古賀英樹，瀬戸

浩二，山本浩也，矢野寛幸（以上島根大学），山崎博史

（広島大学）の諸氏にご協力いただいた．また，地名に

関して，島根大学山内靖喜，埼玉大学堀口万吉・角田

史雄，埼玉県立自然史博物館渋谷紘の諸先生にご教示

をいただいた．以上の方々に厚くお礼申し上げます．

オウナガイの水平分布および垂直分布

　オウナガイは日本の第三系から豊富に産出する化石

であって，寒流系の指標種としてよく知られている．

これまでの文献をたどって水平分布（第2図）をみる

と，中部地方から北に産地が集中した感があり，隠岐・

松江・庄原・室戸などの地域は例外的にさえうつる．

第2図および第3図はオウナガイすなわち，Coπchoc4θ

6♂sθc弛（CONRAD）とよばれている化石について，そ

の水平分布と垂直分布とを文献的に総括したものであ

る．産出層準については，産出地点およびその層準が

確認できるものについてのみ記入した．
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・はオウナガイ化石の産出地点を示す
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第2図　オウナガイ化石の水平分布図

　　　　　　　　　　　産　　出　　地

　産出地点については，現在使われている地名表示を

用いた．従って，既刊文献中の古い地名表示は現在の

ものに変更してある．また，産出地の後に，原著者に

よる種名を記号で入れてある．使用した記号は，それ

ぞれTb：Th，9α8∫7α祝sec孟α，Tn：Thgαs〃αη」ρpoη∫cα，

Cb：Coηcんocθ1θ6ぢsθc孟α，Cn：Coπcんocθ1θηぎPρoηど。α，

Cd：Coηcんocθ1θd∫sブ鴛ηc孟αである．

1＊．北海道稚内　Tn（YABE＆NoMuRA，1925）

2．北海道天塩郡遠別町　Tn（YoKOYAMA，1926D）

3．北海道苫前郡羽幌町　Cd（KANNo＆MATsuNo，

　1960）

4．北海道厚田郡望来聚富　Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）

5．北海道空知郡栗沢町美流渡Tb（YABE＆NOMURA，

　1925）

＊　番号は，第2図水平分一布に対応する．

6　北海道岩見沢市幌向町　Tb（YABE＆NOMURA，
　1925）

7　北海道夕張市滝の上　Cd（KANNo＆OGAwA，
　1964）、

8　北海道夕張市登川　Tb（YABE＆NOMURA，1925）

9　北海道十勝郡浦幌町Tb（YABE＆NoMuRA，1925）

10　青森県上北郡六ヶ所村　Cd（AoKI，1959）

11青森県西津軽郡鰺ヶ沢町赤石町　Cd（NOMURA，

　1935C）

12青森県西津軽郡深浦町北金ヶ沢町　Cd（IWAI，

　1960B）

13　青森県西津軽郡鰺ケ沢町南金沢町Cd（NOMURA，

　1935C）

14　岩手県二戸市福岡　Cd（HATAI，1940B）

15秋田県男鹿市船川町　Tn（YABE＆NOMURA，
　1925）

16　秋田県秋田市上新城五百刈沢　Tb（高安，1961）

17　山形県最上郡戸沢村古口Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）
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18．山形県置賜郡小国町横川Tn（YABE＆NoMuRA，

　1925）

19．新潟県佐和田町沢根町　Tb（YOKOYAMA，1926

　E）

20．新潟県刈羽郡西山町灰爪Tb（YABE＆NOMURA，

　1925）

21．新潟県栃尾市半蔵金Tn（YABE凪NOMURA，1925）

22．新潟県柏崎市米山町鉢崎Tn（YABE＆NoMuRA，

　1925）

23．新潟県中頸城郡柿崎町松留Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）

24．新潟県糸魚川市大神童・上沢　Tn（YABE＆

　NOMURA，1925）

25．福島県相馬郡小高町川房Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）

26。福島県双葉郡楢葉町竜田Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）

27．福島県双葉郡広野町上北迫　Cb（KAMADA，1962

　A）

28．福島県双葉町広野町ニッ沼　Cb（久家，1981）

29．福島県いわき市四ッ波　Tn（YABE＆NOMURA，

　1925）

30．福島県いわき市平谷川瀬　Cb（KAMADA，1962A）

31．福島県いわき市常盤藤原町Tb（YABE＆NoMuRA，

　1925）

32．福島県いわき市折戸Tb（YABE＆NOMuRA，1925）

33．茨城県北茨城市関南町　Cn（KAMADA，1962A）

34．茨城県北茨城市大津町　Tb（YABE＆NOMURA，

　1925）

35．茨城県北茨城市中郷町小野失指Tn（YABE＆

　NOMURA，1925）

36．茨城県日立市会瀬町Tn（YABE＆NOMURA，1925）

37．石川県輪島市里町　Cb（紬野，1965）

38．石川県鹿島郡能登島町野崎Tn（YABE＆NOMURA，

　　1925）

39．石川県鹿島郡石動山Tn（YABE＆NOMuRA，1925）

40．富山県永見市宇波町Tn（YABE＆NOMURA，1925）

41．富山県永見市■森寺町Tn（YABE＆NOMuRA，1925）

北海道・日本海側 古瀬戸内地域 太平洋側
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　　　　　　　　　　第3図　オウナガイ化石の垂直分布図
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42　長野県長野市浅川畑山　Tn（黒田，1931）

43　一長野県長野市七二会戸倉　Tn（黒田，1931）

44　長野県上水内郡上川村小根山　Tn（黒田，1931）

45　長野県上水内郡信州新町　Tn（黒田，1931）

46　長野県北安曇郡美麻村干見　Tn（黒田，1931）

47　長野県北安曇郡八坂村　Tn（黒田，1931）

48　長野県東筑摩郡生坂村下生野　Tn（黒田，1931）

49　長野県東築摩郡四賀村赤怒田　Tn（黒田，1931）

50　長野県小県郡丸子町西内　Tn（横山，1932）

51群馬県甘楽郡不仁田町　Tn（YABE＆NOMuRA，
　1925）

52　埼一玉県秩父郡皆野町野巻Tn（YABE＆NoMURA，

　1925）

53　埼玉県秩父郡皆野町国神Tn（YABE＆NOMuRA，

　1925）

54　埼一K県秩父郡皆野町皆野　Cd（KANNo，1960）

55　埼玉県秩父郡小鹿野町合角　Cd（KANNo，1960）

56　埼玉県秩父郡吉田町中島　Cd（KANNo，1960）

57　埼玉県秩父郡吉田町失畑　Cd（KANNo，1960）

58　埼一毛県秩父市富田　Cd（KANNO，1960）

59　埼｝k県秩父市磯端　Cd（KANNO，1960）

60　埼玉県秩父市太田　Tn（渡部他，1950）

61　東京都西多摩郡日の出村坊平Cd（KANNo，1967）

62　千葉県夷隅郡大多喜町粟又Tn（YABE＆NOMURA，

　1925）

63千葉県安房郡天津小湊町清澄山　Tn（YABE＆

　NOMURA，1925）

64　千葉県安房郡富山町井野Tn（YABE＆NOMURA，

　1925）

65　神奈川県三浦半、ll為　Tn（横山，1932）

66　神奈川県横浜市戸塚区長沼Cd（OYAMA，1973）

67　長野県下伊奈郡下条村　Tn（鹿間，1954B）

68　長野県飯田市千代町　Tb（鹿間，1954B）

69　愛知県北設楽郡東栄町下田　Tb（柴田，1983）

70　愛知県南設郡鳳来町鳳来寺山　Cb，Cn（林，1973）

71　愛知県岡崎市　Cd（林・三浦，1973）

72　島根県隠岐郡西郷町伊後　Tn（TOMITA，1936）

73　、ll、～根県松江市古江町古江　Tb（加藤，1969）

74　、ll吉根県松江市法吉町　Tb（加藤，1969）

75　広島県庄原市庄原　Cb（氏家，1976）

76　高知県室戸市三津　Cn（MATsuMoTo＆HIRATA，

　1972）

種名についての吟味

　ここでオウナガイというのは，丁勿α訂7α配sθcめ

（CoNRAD），Thgα8δ7α配8θc孟αvar．　ηゆPo痂。αYABE

＆NoMuRA，Coηcんocθ1θd∫sルηc孟αGABBなどとよば

れていたものをさし，種名に関して混乱しつづけてき

たように思われる．この混乱の原因は，黒田（1931）

によると，DALL（1894～1922）にあるという．DALL

は，GABBが命名したCoηcんocθ1θ痂8ルπc如はCoNRAD

の6どsθc如と同一種である，と考えていた．しかし，

TEGLAND（1928）は，アメリカ西北岸の化石種なら

びに現生種についてある種の解剖を試み，従来とは異

なった見解をのべている．それによるとCONRAD（1849）

の命名した模式標本は，オレゴン州の中新統産化石で

あり，現在アラスカ方面に生存するものとは全く別の

種であるという．’すなわち，DALLが本種に同定した

アラスカ産の現生貝は，殻片の縁前突出が直ちに小月

面に下がるという判断から，GABBのCoηchocθZθ

改sルηc蝕に同定すべきだのことである．そして，更

新世一環生産のものに対しては，GABBの命名した

Coηcんocθ1θゐ8ブ槻。めの名称を使うことを提案してい

る．

　このように混乱する種名の中で，YABE＆NOMURA

（1925）は，日本産オウナガイについて総括をおこなっ

た．それによれば，従来丁⑳α訂7αδガsθc孟αとよばれて

いたものは，小月面・殻頂角などのちがいから，アメ

リカ産のものとは異なり，大部分のものはT⑳α訂7α

加8θcめvar．ηゆρoη∫cαYABE＆NoMuRAであるとし

た．しかし，北海道夕張市をはじめ数ヶ所から産出し

たものについては，名称をT⑳α訂7α碗sθcめとするこ

とを容認している．以来，日本産オウナガイ化石には，

TANAKA（1959），KAMADA（1962）らのように，形

態上δ∫8ecめ型とηゆpOπどCα型の両種に分けることが

できるという見解がある．また，黒田（1931）のよう

に，日本産には化石および現生にもCoηc加。θ1θ6ぎsθcめ

およびCoηchocθ1θ読8ルηcめのいずれも産せず，従

来Thgα訂7α6ぢsθcめとよんでいたものは，Thgα8∫7α

（Coηcんocθ1θ）配8θc孟αvar．ηゆPo痂。αYABE＆NoMuRA

と限定すべきだという見解もある．

　これに対して，GRANT＆GALE（1931）は，漸新世

から現生にいたるすべての標本は同…種であるとみな

して，先取権を尊重してT⑳αsδ7α6ぎ8ecめの名称を

使っている．同様な見解をもつものにはMAKIYAMA

（1934），大山（1950）らがあり，特に後者は，T⑳α訂7α
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ηゆpoηぎ。αと区別してきたものは形態上CoηchocθZθ

dおブ観。めそのものであるとしている．

　KuRoDA＆HABE（1952），HATAI＆NISIYAMA（1952）

らは，オウナガイがT⑳α部7α属に属するのではなく，

Coηchocelθ属するという判断から，従来Thgα寓7α

配sθcめとしていたものを，Coηchocθ1θ痂sルηcめへと

名称を移した．両属のちがいは，OMORI（1954）によ

ると殼がCoηc加celθ属は白亜質であり，T⑳αsぬ属

は非白亜質であるとともに，より小型である，とのこ

とである．また，秩父盆地の赤平累層から産出したオ

ウナガイ化石について計測をおこない，従来Co配船。ε1θ

πゆρo痂。αとよばれていたものとCoηcんocθ1θ尻sθcめ

との殻頂角の変異は連続的であって区別できないとし

ている

　最近，波部（1977）は，「日本産軟体動物分類学」の

なかで，Coηcんocθ1θdぎsブ観。孟α，Thgα8ガ7’α扉sθc孟αvar．

ηゆpo痂。αらを同種とみなし，Coηchoce♂θ配8θc孟αの名

禾永を使っている．

　以上がオウナガイの種名をめぐる議論である．筆者

らが扱った隠岐・島後のオウナガイ化石の計測結果か

らみても，この個体群を2種類に分けることは困難で

あって，すべて同…種に属するものと判断する．種名

については，波部（1977）に従って，6ガ8ecめの先取権

を尊重、し，Coηcんocε1θ6Z8θc雄（CoNRAD）の名称を

用いることにする．

　　　　　　　　　　　イヒ石の記載

　ここに記載した化石は，すべて島根大学理学部地質

学教室に保管されている．本文中の標一本番号は，同教

室の標本台帳番号を示す．

　　　　　　　Conchoce’eblsecta（CONRAD）

1924　T⑳αs〃α6ガsθc孟α（CoNRAD），YOKOYAMA，

　　　　Joπ7．　Col　l．　Scぢ．　1mμ　　Uηあ．　To砲。，vol．

　　　　45，　art．　　3，　p．　18，　fig．　　2．

1925　　Th！1αsぎ7α6ぎsθcむα　（CONRAD）va，r．　ηゆPo痂。α

　　　　YABE＆NoMuRA，Scガ．　RθP．　Tohoん％1観P．

　　　　U痂∂．　Ser．　2　（Geol！），vol．　7，no．　4，

　　　　p．84－92，p1．XXIII（1）fig．　3a，b，p1．XXIV

　　　　（II）fig．2a・b，3a・b，4a・b．

1925　Th，9α8ぎ7α配8θc孟α（CoNRAD），YABE＆NoMURA，

　　　　1配d㌃，p．　84，pl．XXIII（1），fig．　2a・b，8，

　　　　9．

1931　Thgα8∫7αδぎ8εc孟α（CoNRAD），GRANT＆GALE，
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　　　　Mθ肌．SαηdぎegoSoc．ノV認．伍s彦．，vol．1，

　　　　P281－282，pl．13，fig．15．

1935B　T⑳αsぎ7αδど8θc孟α（CoNRAD），NoMuRA，Sα琵。

　　　　H・一・ηκ伽M％8．，Rθ8．B膨ll．，n・．5，PIO8－

　　　　109，　p1．　V狂，　fig．　　8．

1935C　Th，9α8〃α6δsec孟α（CoNRAD），NoMuRA，16鵡，

　　　　no．6，p．53，pl．V（IV），fig．1，2．

1940　T⑳αs〃αηゆρo痂。αYABE＆NOMURA，HATAI，

　　　　一B％ll．一Bぢogeo97．Soc．」αPαη，vol．10，no．

　　　　9，　p．　125，　p1．　1，fig．　　8．

1941　T⑳αs〃α6δsθc孟α（CoNRAD），TAGAMI，」舶．

　　　　Pπ61．　C　O規鴉．　1⊃70∫　H．　yα6ε’S60孟んBぎ7孟ん（ノαg，

　　　　voL　　2，　p1．　50，　fig．　　1－d・e．

1950　T⑳αs〃αηゆPo痂。αYABE＆NOMURA，
　　　　WATANABE　et　a1．，B秘ll．Chガchめ鴛M％8．，〈rα孟．

　　　　Hδs孟．，no．・　　1，　pl．　　III．　fig．　　5．

1954　Coηch，ocθ1θ配sθc孟α（CoNRAD），AoKI，Scぎ．RθP．

　　　　Toたgo　K！10疏包Dα∫gαた包，sec．　C，vol．　3，　no．

　　　　17，P．33－34，pL　I，fig．1，3，5，6，

　　　　7　　8
　　　　　，　　　　　　　●

1960　Coηch，ocε1θdlぎsブ膨ηc孟αGABB，KANNo＆

　　　　MATsuNo，JoπT．Gθol．Soc．」αPαη，voL66，

　　　　no．　772，pl．　　5，fig．　　4．

1964　Coηcんocθ♂θdガsブ槻。孟αGABB，KANNo＆OGAwA，

　　　　Scぎ．RθP．Toたみ・鞠・漁Dαど9αた膨，ser．C，vol．

　　　　8，　no．　81，　pl．　　III，　fig．　　9．

1964　Coηcんocθ1θ砒sブ槻。孟αGABB，KANNo＆AoKI，

　　　　B㍑ll．Cんぎ。んめ㍑漁s．，Nα孟．伍sむ．，no．12，pL

　　　　1，　fig．　　2，　3．

1967　Coηchocθ1θd弦sルπc孟αGABB，KANNo，Poη6　H．

　　　　Sんめα孟αM餓．∂ol．，pl．1，fig．4．

1970　Coηchocθ♂e　dlぎ8ルηc彦αGABB，KANNo，Pα1αθoηム

　　　　S・c．」αραη，sp．PαP．no．16，P．61－62，

　　　　pl．　　7，　fig．　　3．

1973　Coηcんocθ1θ6ぎ8θc渉α（CoNRAD），OYAMA，16鼠，

　　　　no．　17，　P．　95，　pl．　39，　fig．　15．

1973　Coηcんocθ1εηゆPoηδcα（YABE＆NOMuRA），

　　　　HAYASHI，Bπll．　Ho7αεガ8αη八「α孟．　Scぎ．　ルんs．，

　　　　pl．　　3，　fig．　　7．

1983　Coπch、ocθ1θ6ぎsθc孟α　（CoNRAD），　SHIBATA，

　　　　M・η・＆雌z槻α加F・ssぎIMπ8．，n・．4，P．46一

　　　　一47，　pl．　　5，　fig．　10．

　記載：殻は大型でやや薄く，かなり1膨らむ．外形は

亜三角形の卵型から丸みを帯びた斜四辺形と変化し，
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L：殻長
H：殻高
A：殻頂角

L

a：前背縁表

b：後背縁長

。：腹縁長

d＝：a，bによるデ設1頁

b，cの交点については摺直下の突出
をとる。

第4図測定法

殻高よりも殻長の方が長い．殻頂角は80。一98。と変化

に富む．殻頂はやや前方に張り出し，前背部は切断状

となる．小月面には縦の成長線のみが刻まれ，通常は

明瞭な亜稜角と帯状の溝によって境される．前背縁は，

殻頂下よりほぼ直線で背腹端に至るものと，前背縁中

央付近でやや凸に膨らむものとが認められ，前背縁か

らはほぼ直角に近い角度をもって腹縁に至る．腹縁は，

前端より中央付近にかけてはゆるやかに凸に湾曲する

が，後端付近ではより強く湾曲して後背縁に至る．後

背部においては，殻頂やや後方より後縁にかけて1本

の明瞭な溝があり，その下側にある亜稜肋を経て側面

に至る．また，この溝の上側には，これにともなって

1本の摺が後縁にのびる．さらに，この摺の上側，つ

まり靱帯側においても，殻頂付近より後縁にかけて1

本の溝が認められる．これらの形状により，後背縁は，

上方では直線状もしくはゆるやかに凸に湾曲し，榴の

部分ではより突出し，さらに溝の部分においては，わ

ずかにくぼみ，亜稜肋の部分では再び凸に突出すると

いった階段状を示して，かなり凸に湾曲しながら腹縁

に至る．内形雄型には放射状の彫刻がみられ，通常は
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第5図　殻長／殻頂角 第6図腹縁長／a，bによる殻頂
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前方側面に10数本みられるのみであるが，標本により

側面全体にみられるものもある．

　計測：43個体について，殻長，殻高，殻幅，殻頂角

等を測った．その結果を，最小の個体と最大の個体の

計測値および，全体の測定値からみて平均的な値を示

す個体についてあげておく．計測部位は（第4図）に

示すとおりである．計測には，ノギス，手製測角器を

使用した．なお，a，b，c，αは，化石研究会編（1971）

によった．

、備考：本標本は，ほとんどが内形雄形で，部分的な

変形も多く，とくに前部の保存状態が悪い．このため，

上記々載の形状が本来のものであるか，変形によるも

のであるかといった問題を残す．

　産地・層準および産状：西郷町伊後・中の浦海岸．

海岸沿いの約300mにわたる露頭．本化石は都万累層

中の，中の浦泥岩層（大久保，1981）より産する．地

層は塊状で，中粒から細粒の砂質泥岩よりなる．化石

の配列は特定の面上に集中しているように観察され，

その面の走向・傾斜はNS・30。Eを示す．本化石は大

部分が合殻で産出し，殼の部位の方向性は認められな

い．殻は溶脱が著しく，ほとんどが内形雄型である．

殻が残っているものは，たいてい方解石化しており，

化石表面に石膏が晶出しているものが多い．また，本

化石密集帯の一’部に小規模貫入岩がみられ，このため，

何らかの熱変成を受けている標本もある．さらに，部

分的な変形および欠損も多く，とくに前部の保存状態

が悪い．

　本層からは，U面gε7」ηα8励pθTθg7ZηαCUSHMAN＆

KLEINPELL，U．痂孟認％ZαScHwAGER，ノVo毎。ηpom－

P痂。認θs（FIcHTEL＆MoLL），E嬢8孟。煽ηθ1♂αブαpoη♂cα

ASANOなどの小型有孔虫が多産する（多井，1956）．

しかし，大型化石ではCoπcんocθ1θδZsec孟α（CoNRAD）

の他は化石に乏しく，わずかにC砂g80d伽嬲物spec言切

（LINN首）（YOKOYAMA，1926），およびその上位の地

層からノ鞄。包Zαηαsαd・e葡δs（YOKOYAMA），獣骨片，

魚の骨が採集されるのみである（大久保，1981）．筆者

らによる今回の採集では，化石の配列がある程度層理

面に沿ったように観察されたが，その産出範囲は狭く，

長さ約4mの間である．さきにも述べたように，この

化石層の露頭は300mぐらいあるが，採集に訪ずれる

たびごとに，化石の発見される場戸が異なっていると

いわれているので，本泥岩層中にはかなり多くのCoηc加一

。θ1θδど8θc孟α（CONRAD）が散在して含まれていると思

われる．

要 約

　日本産のオウナガイ化石について，既刊文献を通覧

した結果，いくつかの気がついた点があったので以下

にまとめてみる．

（1）隠岐・島後のオウナガイについては，先にTOMITA

　（1936）によって，T⑳αs∫7α配sεc孟αvar．　η‘ppoη∫cα

　YABE＆NOMURAと鑑定されていた．筆者らの採集

　した個体群を，殻頂角のちがい，小月面のちがいな

　どを根拠として（YABE＆NOMURA，1925），2種類

　に分けることは困難のようである．従って，種名に

　関しては，bisectaの先取権を尊重して，Coηc加celθ

　翻sec如（CONRAD）とする．

（2）オウナガイの時間的分布は，漸新世から現生とさ

　れている（Cox，L．R．eta1．　1969）．日’水産につ

　いても，その間の地質時代からは，そのほとんどの

　層準から産出が知られている．また，本種の中で時

　代とともに個体変異が認められるようである．この

　ことについては，GRANT＆GALE（1931），MAKIYAMA

　（1934）も指適するところである．それによると，従

　来Coηcんocθ1θ面8ブ槻。めThgα8〃α痂PPo痂。α，

　Thgαs〃α翻8εc孟。δdθsなどと区別してきたものは，

　それぞれ産出した地質時代が異なることであり，筆

　者P、もこれらが種の範疇に入るものと考える．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of　plate

Fig．　1a，b，c．　Coηch，ocθ1θω8θc孟α（CoNRAD）×1　1a：Leftvalve　lb：

　Dorsal　view　l　c：Anterial　view．

Fig．　2．　Coηch，ocθ1α6ガsθc彦α（CONRAD）×1　Left　valve．

Fig．　3a，b，c．　Coπcんocθ1θ6ど8θc孟α（CoNRAD）×1　3a：Left　valve3b：

　Dorsal　view3c：Anterial　view．

Fig．　4a，b，c．　Coηcんocθ1θ6δsθc孟α（CoNRAD）×1　4a：Left　va，1ve4b：

　Dorsal　view4c：Anterial　view．

Fig・　5a，b・　Coηchocθ1θδ‘8εc孟α（CoNRAD）×1　5a：Rightvalve5b：

　Dorsal　view．

Fig・　6．Coηch，ocθ1θδδsθc孟α（CoNRAD）×1　Rightvalve．
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